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平
成

年
５
月
５
日(

土
・
祝)

、
恒
例

30

の
別
所
公
春
祭
り
共
催
剣
道
大
会
が
、

三
木
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
少
年
少
女
剣
士
１
１
１
名
が
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
の
個
人
戦
計
８
部
に
分

か
れ
て
４
試
合
場
で
勝
敗
を
競
っ
た
。

さ
わ
や
か
な
天
候
の
元
、
朝
８
時
３０

分
か
ら
約
１
時
間
合
同
稽
古
で
軽
く
汗

を
流
し
、
９
時

分
よ
り
開
会
式
が
行

３０

わ
れ
た
。

来
賓
に
三
木
市
長
仲
田
一
彦
、
教
育

長
西
本
則
彦
、
体
育
協
会
長
井
上
要
二

各
氏
が
選
手
を
激
励
。
井
上
体
協
会
長

は
、
全
日
本
水
泳
連
盟
会
長
の
言
葉
を

引
用
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
条
件
は
『
礼
節
、

責
任
感
、
健
康
』
の
３
つ
。
剣
道
を
は

じ
め
と
す
る
武
道
は
、
こ
の
３
つ
が
兼

ね
備
わ
っ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
。
長
く

続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
を
か
け

た
。
続
い
て
神
澤
正
輝
三
木
市
剣
道
連

盟
会
長
は
、
先
の
八
段
昇
段
審
査
で
、

同
じ
東
播
地
域
で
八
段
合
格
を
果
た
し

た
高
砂
市
の
鈴
木
康
民
先
生
が
、
９
年

間
毎
日
欠
か
さ
ず
早
朝
練
習
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
偉
大
さ
を
紹
介
し
、
「
こ
つ
こ

つ
と
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
選
手
た
ち
に
説
い
た
。

続
い
て
、
三
木
少
年
剣
修
会
主
将
山

田
慧
士(

６
年
生)

君
が
「
感
謝
の
心
を
忘

れ
ず
全
力
で
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
拍
手
を
浴
び
た
。

さ
ら
に
、
開
会
式
後
、
大
柴
敏
昭
新

七
段
に
連
盟
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

試
合
は
、
４
試
合
場
で
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
男
女
各
８
部
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
熱
戦
に
保
護
者

ら
の
歓
声
が
体
育
館
に
響
い
て
い
た
。

剣
道
大
会
各
部
入
賞
者
は
次
頁
。

（
報
告

澤
田
薫
）

別
所
公
春
祭
り
と
は

戦
国
時
代
、
三
木
の
地
を
治
め
て
い
た

別
所
氏
は
、
織
田
信
長
の
命
を
受
け
て
中

国
毛
利
攻
め
の
軍
を
進
め
て
き
た
羽
柴

秀
吉
の
大
軍
と
交
戦
し
、
１
年

ヵ
月
に

10

わ
た
っ
て
激
し
く
戦
い
ま
し
た
。
三
木
城

は
、
堅
固
で
、
良
将
が
い
る
上
に
城
兵
の

士
気
も
高
く
、
難
攻
不
落
の
城
で
し
た
。

し
か
し
、「
兵
糧
攻
め
」
と
い
う
秀
吉
の
奇

策
に
あ
い
、
当
時
の
城
主
で
あ
っ
た
別
所

長
治
公
は
、
飢
え
に
苦
し
む
城
兵
や
領
民

の
姿
を
見
る
に
忍
び
ず
、
城
兵
の
助
命
と

領
民
の
安
全
を
第
一
義
と
し
、
自
ら
の
命

を
引
き
換
え
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
天

正

年(

１
５
８
０
年)

正
月

日
、

8

17

今
は
た
だ

恨
み
も
あ
ら
じ

諸
人
（
も
ろ
び
と
）
の

命
に
か
わ
る
我
が
身
と
思
え
ば

と
の
辞
世
の
句
を
残
し
、
一
族
と
共
に
自

決
し
て
開
城
し
ま
し
た
。

こ
の
長
治
公
の
遺
志
は
、
羽
柴
秀
吉
に

感
銘
を
与
え
、
城
兵
と
領
民
は
許
さ
れ
る

と
同
時
に
、
租
税
免
除
な
ど
の
善
政
が
行

わ
れ
た
の
で
、
め
ざ
ま
し
く
復
興
し
、
そ

の
後
三
木
市
発
展
の
大
き
な
礎
と
な
り

ま
し
た
。

「
別
所
公
春
ま
つ
り
」
は
、
こ
の
長
治
公

を
偲
び
三
木
市
の
大
恩
人
と
し
て
後
世
に

長
く
語
り
継
ぐ
た
め
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
別
所
公
辞

世
の
句
が
刻
ま

れ
た
歌
碑
前
で

の
歌
碑
祭
、
剣

道
を
は
じ
め
各

種
武
道
大
会
、

武
者
行
列
、
お

茶
会
、
子
ど
も

縁
日
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。


